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(54)【発明の名称】 内視鏡用収納ケース

(57)【要約】
【課題】内視鏡を収納保持する緩衝部材の両面に内視鏡
を収納する収納溝を形成することにより、複数の内視鏡
をコンパクトに収納できる内視鏡用収納ケースを提供す
る。
【解決手段】ケース外装５２には収納クッション５４が
内装されている。収納クッション５４は、両面に内視鏡
が収納される収納溝６４が形成されている。また、この
収納溝６４は、収納クッション５４の両面において、互
いに深さが深い箇所同士が同じ位置に重ならないように
形成されている。これにより、１つのケースに２本の内
視鏡をコンパクトに収納できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  開閉自在な箱体内に緩衝部材が収納さ
れ、該緩衝部材に形成された収納溝に内視鏡を収納する
内視鏡用収納ケースにおいて、
前記緩衝部材の両面にそれぞれ前記収納溝が個別に形成
されるとともに、該緩衝部材の両面に形成される収納溝
は、互いに深さが深い箇所同士が同じ位置に重ならない
ように形成されていることを特徴とする内視鏡用収納ケ
ース。
【請求項２】  前記箱体は、
両面が開口して形成され、内周部に前記緩衝部材が取り
付けられる本体と、
前記本体の両面を独立して開閉する一対の蓋部材と、か
らなることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用収納
ケース。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡用収納ケー
スに関し、特に複数の内視鏡を収納可能な内視鏡用収納
ケースに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡を振動や衝撃などから保護して、
手軽に運搬、保管できるようにするために内視鏡用収納
ケースが用いられている。この内視鏡用収納ケースは、
一般にケース内部に緩衝材を有し、この緩衝材に形成さ
れた溝に内視鏡を収めて収納するような構造となってい
る。
【０００３】しかし、従来の内視鏡用収納ケースは、基
本的に１つのケースに１本の内視鏡のみを収納するよう
な構造であるため、複数本の内視鏡を運搬する場合に
は、複数の内視鏡をそれぞれ別の収納ケースに入れて運
搬しなければならなかった。このため、持ち運びが極め
て不便であった。
【０００４】そこで、特開平１０－２２９９６４号公報
では、１つのケースに複数の緩衝材を積層して収納する
とともに、各緩衝材にそれぞれ内視鏡を収納する溝を形
成することによって、１つのケースに複数本の内視鏡を
収納できるようにした内視鏡用収納ケースが提案されて
いる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
１０－２２９９６４号公報に開示された内視鏡用収納ケ
ースでは、複数の緩衝材が積層して収納ケースに収納さ
れることから、収納ケース全体が大型化するという欠点
がある。
【０００６】本発明は、このような事情に鑑みてなされ
たもので、複数の内視鏡をコンパクトに収納できる内視
鏡用収納ケースを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記目的を達
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成するために、開閉自在な箱体内に緩衝部材が収納さ
れ、該緩衝部材に形成された収納溝に内視鏡を収納する
内視鏡用収納ケースにおいて、前記緩衝部材の両面にそ
れぞれ前記収納溝が個別に形成されるとともに、該緩衝
部材の両面に形成される収納溝は、互いに深さが深い箇
所同士が同じ位置に重ならないように形成されているこ
とを特徴とする内視鏡用収納ケースを提供する。
【０００８】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記箱体は、両面が開口して形成され、内周部に前
記緩衝部材が取り付けられる本体と、前記本体の両面を
独立して開閉する一対の蓋部材と、からなることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡用収納ケースを提供す
る。
【０００９】本発明によれば、緩衝部材には、その両面
に内視鏡が収納される収納溝が形成されている。そし
て、その収納溝は緩衝部材の両面で互いに深さが深い箇
所同士が重ならないように形成されている。これによ
り、２本の内視鏡をコンパクトに収納できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、添付図面に従って本発明に
係る内視鏡用収納ケースの好ましい実施の形態について
詳説する。
【００１１】まず、内視鏡の構成について説明する。図
１は、内視鏡の全体構成図であり、図２は、図１の２－
２矢視図である。図１及び図２に示すように、内視鏡１
０は、手元操作部１２、挿入部１４及びライトガイド部
１６で構成されている。
【００１２】挿入部１４は、軟性部１８、湾曲部２０、
先端硬質部２２から構成されており、ジョイント２４を
介して手元操作部１２に接続されている。この挿入部１
４は、手元操作部１２に設けられたアングルツマミ２６
を回動操作することにより湾曲部２０が湾曲する。そし
て、この湾曲部２０を湾曲操作することにより、先端硬
質部２２が所望の方向に向けられる。
【００１３】先端硬質部２２の先端面には、手元操作部
１２に設けられた鉗子挿入口２８から挿入された鉗子等
の処置具が送出されるとともに、手元操作部１２に設け
られた吸引ボタン３２の操作によって吸引物が吸引され
る鉗子・吸引口、照明光を照射する照明窓、対象物を撮
影する対物レンズ等が配置されている（いずれも不図
示）。そして、この先端硬質部２２に配置された対物レ
ンズで結像された被写体像が、軟性部１８内に配設され
たイメージガイド（不図示）を介して手元操作部１２の
接眼部３４に導かれ観察される。
【００１４】ライトガイド部１６は、ライトガイド軟性
部３６とライトガイドコネクタ３８とから構成されてお
り、ジョイント４０を介して手元操作部１２に接続され
ている。このライトガイド軟性部３６とライトガイドコ
ネクタ３８とには、図示しない光源装置に接続されるラ
イトガイド棒４２が配設されており、このライトガイド
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棒４２によって導かれた照明光が先端硬質部２２の照明
窓から対象物に照射される。
【００１５】以上のように構成された内視鏡１０は、挿
入部２を体腔内に挿入し、所定の観察対象部まで先端硬
質部２ｃを導き、手元操作部１２の接眼部３４から観察
対称部の映像を観察する。
【００１６】次に、前記のごとく構成された内視鏡を持
ち運ぶときなどに使用する本実施の形態の内視鏡用収納
ケース５０の構成について説明する。
【００１７】図３は、内視鏡用収納ケース５０の構成を
示す斜視図である。同図に示すように、この内視鏡用収
納ケース５０は、ケース外装（箱体）５２と、そのケー
ス外装５２内に配置された収納クッション５４とから構
成されている。
【００１８】ケース外装５２は、両面が開閉するアタッ
シェケース状に形成されており、ケース本体５６と、そ
のケース本体５６の上蓋５８ａ及び下蓋５８ｂとから構
成されている。
【００１９】ケース本体５６は、両面が開口した矩形の
枠型に形成されており、その側面には把手６０が備え付
けられている。
【００２０】上蓋５８ａと下蓋５８ｂとは、それぞれヒ
ンジ（不図示）によってケース本体５６に取り付けられ
ており、それぞれ個別にケース本体５６の両面を開閉で
きるようにされている。また、この上蓋５８ａと下蓋５
８ｂとは、それぞれバックル６２ａ、６２ｂによって個
別にケース本体５６に固定できるようにされている。
【００２１】収納クッション５４は、ケース本体５６の
内側に嵌め込まれて固定されている。この収納クッショ
ン５４は、架橋ポリエチレン、発泡ポリプロピレン、発
泡ポリウレタン等の衝撃吸収性を有する材質で成形され
ており、その両面には内視鏡１０を収納するための収納
溝６４が彫り込まれて形成されている。
【００２２】収納溝６４は、図４に示すように、内視鏡
１０の挿入部１４が収納される挿入部収納溝６６と、内
視鏡１０の手元操作部１２が収納される手元操作部収納
溝６８と、内視鏡１０のライトガイド部１６が収納され
るライトガイド部収納溝７０とから構成されており、収
納クッション５４の両面にそれぞれ独立して形成されて
いる。なお、手元操作部収納溝６８は、さらに手元操作
部１２の本体が収納される本体収納溝６８ａと、操作部
が収納される操作部収納溝６８ｂと、アングルツマミ２
６が収納されるアングルツマミ収納溝６８ｃとから構成
されており、また、ライトガイド部収納溝７０は、ライ
トガイド軟性部３６が収納されるライトガイド軟性部収
納溝７０ａと、ジョイントが収納されるジョイント収納
溝７０ｂと、ライトガイドコネクタ３８が収納されるラ
イトガイドコネクタ収納溝７０ｃと、ライトガイド棒４
２が収納されるライトガイド棒収納溝７０ｄとから構成
されている。
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【００２３】ここで、上述したように、この収納溝６４
は収納クッション５４の両面に形成されるが、この収納
溝６４は全て均一の深さで形成されているのではなく、
各部において、その深さが異なって形成されている。具
体的には、挿入部収納溝６６は深さ１０ｍｍ、本体収納
溝６８ａは深さ１７ｍｍ、操作部収納溝６８ｂは深さ２
５ｍｍ、アングルツマミ収納溝６８ｃは深さ３５ｍｍ、
ライトガイド軟性部収納溝７０ａは深さ２０ｍｍ、ジョ
イント収納溝７０ｂは深さ２５ｍｍ、ライトガイドコネ
クタ収納溝７０ｃは深さ３０ｍｍ、ライトガイド棒収納
溝７０ｄは深さ２０ｍｍで形成されている。
【００２４】このように、収納溝６４は各部で深さが異
なっていることから、本実施の形態の収納クッション５
４では、これを利用して収納溝６４が、次のように形成
されている。すなわち、収納クッション５４の両面に形
成される収納溝６４が、互いに深さの深い箇所同士、た
とえば手元操作部収納溝６８同士やライトガイドコネク
タ収納溝７０ｃ同士が互いに重なり合わないような位置
に形成されている。この結果、図４に示すように、収納
クッション５４の表面に形成される手元操作部収納溝６
８は、収納クッション５４の裏面に形成される挿入部収
納溝６６と重なるような位置に形成され、また、収納ク
ッション５４の表面に形成されるライトガイドコネクタ
収納溝７０ｃは、収納クッション５４の裏面に形成され
るライトガイド軟性部収納溝７０ａと重なり合うような
位置に形成されている（同図において、実線は収納クッ
ション５４の表面側に形成された収納溝を示し、破線は
収納クッション５４の裏面側に形成された収納溝を示
す）。
【００２５】このように、収納クッション５４の両面に
形成される収納溝６４が互いに深さが深い箇所同士が重
ならないように形成し、図５に示すように、深さの深い
箇所と浅い箇所とを組み合わせて形成することにより、
収納クッション５４の厚さを薄くできる。
【００２６】なお、ケース外装５２の上蓋５８ａと下蓋
５８ｂの内側には、それぞれ保護クッション７２ａ、７
２ｂが取り付けられる。この保護クッション７２ａ、７
２ｂは、発泡ポリエチレン等からなり、上蓋５８ａ又は
下蓋５８ｂを閉めると、収納クッション５４の表面又は
裏面に密着して、収納溝６４を遮蔽する。
【００２７】以上のように構成された本実施の形態の内
視鏡用収納ケース５０の作用は次のとおりである。
【００２８】本実施の形態の内視鏡用収納ケース５０で
は２本の内視鏡を収納することができる。
【００２９】内視鏡１０を収納する場合は、まず、上蓋
５８ａを固定するバックル６２ａを外し、上蓋５８ａを
開く。そして、内視鏡１０を収納クッション５４の表面
に形成された収納溝６４の形状に合わせて収納する。収
納後、上蓋５８ａを閉め、バックル６２ａで上蓋５８ａ
を固定する。
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【００３０】次に、内視鏡収納ケース５０を上下反転
し、下蓋５８ｂを固定するバックル６２ｂを外して下蓋
５８ｂを開く。そして、内視鏡１０を収納クッション５
４の裏面に形成された収納溝６４の形状に合わせて収納
する。収納後、下蓋５８ｂを閉め、バックル６２ｂで下
蓋５８ｂを固定する。
【００３１】以上により、２本の内視鏡が内視鏡収納ケ
ース５０に収納されるので、この状態で搬送又は保管す
る。
【００３２】このように、本実施の形態の内視鏡収納ケ
ース５０によれば、収納クッション５４の両面に収納溝
６４が形成されているため、１つのケースで２本の内視
鏡１０を収納できる。
【００３３】また、収納クッション５４の両面に形成さ
れる収納溝６４は、互いに深さが深い箇所同士が重なら
ないように形成されているため、ケース全体の薄型化が
図られており、内視鏡１０をコンパクトに収納できる。
【００３４】さらに、ケース外装５２は両開きであるた
め、内視鏡１０の収納作業を容易に行うことができる。
【００３５】なお、本実施の形態では、ケース外装５２
はケース本体５６、上蓋５８ａ、下蓋５８ｂで構成され
ており、収納クッション５４は、そのケース本体５６の
内周部に嵌め込まれた構成となっているが、図６に示す
ように、ケース外装を開閉自在な上蓋８２ａと下蓋８２
ｂとで構成し、その上蓋８２ａと下蓋８２ｂの内側に収
納クッション５４を着脱自在に配置する構成としてもよ
い。この構成によれば、下蓋８２ｂを下側にして上蓋８
２ａを開くと、収納クッション５４は下蓋８２ｂに保持
されて表面が開き、逆に上蓋８２ａを下側にして下蓋８
２ｂを開くと、収納クッション５４は上蓋８２ａに保持
されて裏面が開く。これにより、収納クッション５４の
両面を開くことができる。
【００３６】また、図７に示すように、ヒンジ（不図
示）によって蓋８４が開閉自在に取り付けられたケース
本体８６に収納クッション５４を着脱自在に収納する構
成としてもよい。この場合、収納クッション５４の裏面
に形成された収納溝６４への内視鏡１０の収納は収納ク
ッション５４をケース本体８６から取り出して行う。
【００３７】また、本実施の形態では、１つのケース外
装５２に１つの収納クッション５４を備えて２本の内視
鏡１０を収納できるように構成しているが、更に２本の
内視鏡１０を収納する場合には、図８に示すように、上
蓋５８ａと下蓋５８ｂとの間に２つのケース本体５６
ａ、５６ｂを配置し、互いにヒンジ（不図示）で開閉自
在に結合する。これにより、４本の内視鏡１０を１つの
ケースで収納できるようになる。同様にして６本、８本
と複数本の内視鏡１０を収納可能に構成することもでき*
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*る。なお、この場合、図８に示すように、収納した内視
鏡１０の落下を防止するために、ケース本体５６ａとケ
ース本体５６ｂとの間には開閉自在な仕切板８８を配置
し、上側に位置したケース本体５６ａの下面を遮蔽でき
る構造とすることが好ましい。
【００３８】また、本実施の形態では、ケース外装５２
はケース本体５６に上蓋５８ａと下蓋５８ｂとがヒンジ
によって取り付けられて開閉自在に構成されているが、
上蓋５８ａと下蓋５８ｂとはケース本体５６から着脱自
在とし、バックル又はバンド等でケース本体５６に固定
するように構成してもよい。
【００３９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
緩衝部材の両面に内視鏡が収納される収納溝が形成され
ており、かつ、その収納溝は緩衝部材の両面で互いに深
さが深い箇所同士が重ならないように形成されているた
め、複数本の内視鏡をコンパクトに収納できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡の全体構成図
【図２】図１に示した内視鏡の２－２矢視図
【図３】内視鏡用収納ケースの全体構成を示す斜視図
【図４】収納クッションの構成を示す平面図
【図５】図４に示した収納クッションの５－５断面図
【図６】内視鏡用収納ケースの他の実施の形態の構成を
示す斜視図
【図７】内視鏡用収納ケースの他の実施の形態の構成を
示す斜視図
【図８】内視鏡用収納ケースの他の実施の形態の構成を
示す斜視図
【符号の説明】
１０…内視鏡、１２…手元操作部、１４…挿入部、１６
…ライトガイド部、１８…軟性部、２０…湾曲部、２２
…先端硬質部、２４…ジョイント、２６…アングルツマ
ミ、３４…接眼部、３６…ライトガイド軟性部、３８…
ライトガイドコネクタ、４０…ジョイント、４２…ライ
トガイド棒、５０…内視鏡用収納ケース、５２…ケース
外装、５４…収納クッション、５６…ケース本体、５８
ａ…上蓋、５８ｂ…下蓋、６０…把手、６２ａ、６２ｂ
…バックル、６４…収納溝、６６…挿入部収納溝、６８
…手元操作部収納溝、７０…ライトガイド部収納溝、６
８ａ…本体収納溝、６８ｂ…操作部収納溝、６８ｃ…ア
ングルツマミ収納溝、７０ａ…ライトガイド軟性部収納
溝、７０ｂ…ジョイント収納溝、７０ｃ…ライトガイド
コネクタ収納溝、７０ｄ…ライトガイド棒収納溝、７２
ａ、７２ｂ…保護クッション、８０…ケース外装、８２
ａ…上蓋、８２ｂ…下蓋、８４…蓋、８６…ケース本
体、８８…仕切板



(5) 特開２００１－２７５９２９

【図１】

【図２】 【図３】

【図５】



(6) 特開２００１－２７５９２９

【図４】

【図６】 【図８】



(7) 特開２００１－２７５９２９

【図７】



专利名称(译) 内窥镜储存盒

公开(公告)号 JP2001275929A 公开(公告)日 2001-10-09

申请号 JP2000098180 申请日 2000-03-31

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士摄影光学有限公司

[标]发明人 浅見健二

发明人 浅見 健二

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00 G02B23/26

FI分类号 A61B1/00.300.B G02B23/24.A G02B23/26.Z A61B1/00.650 A61B1/00.653

F-TERM分类号 2H040/AA00 2H040/CA23 2H040/DA03 2H040/DA12 2H040/DA14 2H040/DA51 2H040/DA56 2H040
/DA57 4C061/DD03 4C061/GG13 4C061/JJ11 4C161/DD03 4C161/GG13 4C161/JJ11

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过在缓冲构件的两个表面上形成容纳内窥镜的容纳
槽，以容纳和保持内窥镜，为内窥镜提供容纳壳体，其中多个内窥镜可
以紧凑地容纳。解决方案：壳体衬垫54装配在外壳52中。在壳体衬垫54
上，容纳内窥镜的容纳槽64形成在两个表面上。而且，容纳槽64以这样
的方式形成在容纳垫54的两个表面上，使得具有较大深度的位置可以不
叠加在相同位置处。通过这种结构，两个内窥镜可以紧凑地容纳在一个
壳体中。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f0429502-6f9e-454d-9722-5401de0d39d2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018612692/publication/JP2001275929A?q=JP2001275929A

